
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成24年度 年次報告書

もの ・ クリCHALLENGE 2012実施報告

1. はじめに

近年， 工系学生の技術に対する意識や質の低下が言

われて久しい状況が続いている が， 「ものづくり日本」

を支える次世代の育成は必要不可欠である． 本学工学

部ではこのような状況を改善 ・ 克服すべく， 学生自ら

の発想， アイデアに基づきある設定テーマの下， もの

づくりを行うコンテストを開催してきた これまでに

も報告してきたように， 本コンテストは工学部学生 が

潜在的に有しているはずの 「ものづくりJへの興味や

その技術的な発想を喚起し， 参加した学生やその周辺

学生にとって専門分野への学習意欲の向上を促し ， さ

らに社会の問題点やニー ズに対応できる視野を広げる

最良の機会の1っと位置づけられる ． 一方で， 参加学

生数の減少によるコンテスト継続の難しさなどの課題

も多く抱えている．

平成24年度はこれまでの実績を引き継ぎつつ，新し

い試みとして熊本県の宣伝部長 「くまモン」 をモチー

フにした「もの ・ クリChallenge2012」（図1）をおこ

なったので， その内容および成果と今後の課題等につ

いて報告する ．
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図1 平成24年度のコンテストポスタ ー（部分）

2. これまでの経緯

平成13年に本学工学部教務委員会と学生支援委員

会 が主催する 「ものづくりコンテスト」がスタ ートし，

平成18年度から 「もの ・ クリC出LLENGEJと名称変更

してコンテスト が継続されてきた. 18年度よりテーマ

に従いものづくりを行う 「製作部門」 とアイデアのみ

を出品する 「アイデア部門」 の2 部門で、コンテストを

行ってきた． 平成22 年度までこの方式で継続したが，

平成 23年度に 「革新ものづくり展開力の協働教育事

業」 が開始した際に再検討を行った結果， アイデアコ

ンテストと製作コンテストを同一の評価基準で審査す

ることの難しさや， 製作を体験する重要性に主眼を置

きたいという委員会の意見に基づき ， 製作コンテスト
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に一本化した また， 学外からの参加者を募集するこ

と が目標設定されたため，平成24年度は，学外参加型

に拡張してから2回目のコンテストとなる． しかし図

2 に示す通り， ここ数年エントリー数は伸び悩んでお

り3 その原因としてテーマ設定の問題が指摘
ー
された．

そこで，平成24年度は，ゆるキャラ日本ーになった「く

まモン」 を全面に出したテーマ設定を行う方針が決定

された． 更に， アイデアコンテストを復活させてリレ
ー式コンテスト （後述） とし 、う方式をとった ．
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図2 もの B クリ CHALLENGE応募件数の推移

3 もの ・ クリCHALLENGE 2012について

3. 1 コンテストの概要
「もの ・ クリ CHALLENGE 2 012」 では， 「くまモンへ

の贈り物」というテーマ設定をした．「くまモンjとい

う知れ渡った親しみのあるキャラクタ ーへの 「贈り物」

としづ設定をすることで， 単に人気にあやかり学内外

からの参加を促すだけではなく， そこに 「くまモン」

という具体的な対象を与えることで， 「贈り物」という

漠然としたキー ワ ー ドから｜｜幅広い発想， 機能性， デザ

イン性を考えさせるものづくりを1且った． しかし， 当

時は 「くまモン」 は熊本では有名である が， 全国的に

どの程度知られているかは不明で、あった 学外からも

作品を募集するのであれば， 知られていないキャラク

タ ーをテーマとすることは応募の可能性を減らすこと

になりかねない． そこで， 東北地区， 関東地区， 関西

地区， 中国四国地区， 九州地区の大学 ・ 高専に対して

「くまモン」 の知名度に関するアンケート調査を行っ

た その結果， 関西地区まではある程度知られている

が， 関東以北ではほとんど知られていなかった． しか

し， WEBなどで情報取得可能であること， テーマに関

する事前調査もコンテストの重要な要素であるなどの








